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売
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始
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命

３
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以
上
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新報国製鉄実
機
試
験
で
火
格
子
の
先
端
部
に
顕
著
な
差
が
確
認
さ
れ
た

　
新
報
国
製
鉄
︵
本
社
・

埼
玉
県
川
越
市
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長
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成
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ら
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炉
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食
合
金
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イ
グ
ニ
ス
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を
本
格

販
売
す
る

焼
却
炉
の
火

格
子
に
Ｅ
Ｇ
Ｎ
Ｉ
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を
使

用
す
る
と
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一
般
材
の
３

倍
以
上
の
寿

命
が
得
ら
れ

る


年
に

進
め
た
実
機

試
験
で
性
能

を
確
認
し
た

た
め

本
格

的
に
販
路
開

拓
に
乗
り
出

す

将
来
は

年
５

６
億

円
の
売
上
げ

を
目
指
す
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焼
却
炉
内

で
焼
却
物
を

移
動
さ
せ
る

火
格
子
に

は

一
般
に

耐
熱
鋳
物
の

Ｓ
Ｃ
Ｈ

な

ど
が
使
用
さ

れ
る

高
温

状
態
で
燃
焼

物
生
成
物
の

溶
融
塩
が
火

格
子
に
付
着

す
る
が


溶
融
塩
腐
食
は
腐
食
量
の

増
加
が
早
い
た
め

一
般

材
を
用
い
る
火
格
子
の
寿

命
は
１

２
年
と
短
い


　
Ｅ
Ｇ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
は

塩
素

ガ
ス
腐
食
の
バ
イ
オ
マ
ス

ボ
イ
ラ

用
部
品
と
し
て

開
発
し
た
独
自
鋼
種
で


こ
の
用
途
で
は
一
般
材
に

対
し
て
著
し
い
延
命
化
を

達
成
し
た

焼
却
炉
用
火

格
子
の
廃
却
原
因
で
あ
る

溶
融
塩
腐
食
に
対
す
る
有

効
性
を
確
認
す
る
た
め



年
は
ラ
ボ
試
験
と
複
数

の
工
場
で
の
実
機
試
験
を

行

た


　
こ
の
結
果

一
般
材

︵
Ｓ
Ｃ
Ｈ
２
，
同


同


︶
に
対
し
て
Ｅ
Ｇ
Ｎ
Ｉ

Ｓ
シ
リ

ズ
が
著
し
い
耐

腐
食
性
を
発
揮
し

火
格

子
の
寿
命
を
３
倍
以
上
に

延
命
で
き
る
こ
と
を
確
認

し
た

ま
た
腐
食
の
損
傷

形
態
が
焼
却
物

温
度


位
置
で
大
き
く
異
な
る
こ

と
な
ど
も
実
地
調
査
で
把

握
し
た


　
Ｅ
Ｇ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
は
合
金
量

︵
Ｃ
ｒ
＋
Ｎ
ｉ
＋
Ｍ
ｏ
︶

が
最
も
少
な
い
３
０
５
か

ら
最
も
高
い
３
４
０
ま
で

５
鋼
種
あ
る

今
後

炉

メ

カ


メ
ン
テ
ナ
ン

ス
会
社

官
公
庁
な
ど
に

対
す
る
営
業
活
動
を
本
格

展
開
し

使
用
状
況
や
損

傷
形
態
に
合

た
材
料
提

案
を
行

て
い
く


　
同
社
は
半
導
体
・
Ｆ
Ｐ

Ｄ
︵
液
晶
・
有
機
Ｅ
Ｌ
︶

製
造
装
置

各
種
ウ
エ
ハ

用
精
密
研
磨
定
盤
な
ど
に

使
わ
れ
る
低
熱
膨
張
合
金

の
売
上
比
率
が
高
く

Ｉ

Ｔ
関
連
需
要
へ
の
依
存
度

が
大
き
い

半
導
体
・
Ｆ

Ｐ
Ｄ
製
造
装
置
関
連
は
中

長
期
で
成
長
が
見
込
ま
れ

る
が


年
下
期
か
ら
回

復
基
調
に
な
り

本
格
回

復
は

年
に
な
る
見
通

し

主
力
商
品
の
生
産
活

動
が
低
下
し
て
い
る
時
期

を
有
効
活
用
し

多
角
的

な
新
規
拡
販
に
注
力
す

る

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